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20％マンニットール注射液「YD」

〈組成〉
1袋300mL中に
D-マンニトール 60g を含有する

マンニットールS注射液

〈組成〉
1袋300mL中に
D-マンニトール 45g
D-ソルビトール 15g を含有する

旧

結晶析出の問題を軽減する目的で、20%マンニットール注射液「YD」
からマンニットールS注射液へ採用を変更いたします。
マンニットールS注射液には、結晶析出防止のためD-ソルビトールが

含まれます。

〈マンニットールS注射液について〉
適応：●脳圧降下及び脳容積の縮小を必要とする場合。

●眼内圧降下を必要とする場合。
●術中・術後・外傷後及び薬物中毒時の急性腎不全を浸透圧利尿により予防
及び治療する場合。

用法：通常、体重１kgあたり7～20mLを点滴静注する。投与速度は、3～10分間に100mL
とする。なお、年齢、症状により適宜増減する。
ただし、１日量は、D-マンニトールとして 200ｇまでとする。

禁忌：●遺伝性果糖不耐症の患者
●低張性脱水症の患者
●急性頭蓋内血腫のある患者

D-ソルビトールが含まれるため、マンニットールSは
遺伝性果糖不耐症の患者に投与禁忌です!!

その他、詳細については添付文書をご参照ください


